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技術協力事業が実際に行う際の判断材料の一つとして、外務省の海外安全情報
（2001年5月23日現在）において渡航延期勧告である3以上の地域がある国を示した。
北東部、西アフリカ、中央アフリカ地域に3以上の国が多くある。ただし、国の一
部（例えばタンザニアはブルンジ国境付近のみ３）だけが3以上でも、この地図で
は該当国として示した。

危険度3以上の地域がある国
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植物多様性中心地と固有種の多い地域

出典：WWF-IUCN(1994) Centers of Plant Diversity Vol.1

植物の多様性が高い地域は他の生物の多様性も高くなる。南部アフリカ地域につ
いては、この資料が作成された時点では他の地域のような詳細な情報が提供され
ておらず、広範囲をまとめて扱っているため、図上では目立つ。しかしその点を
考慮しても、多様性の高い地域は沿岸部と大地溝帯に沿って存在している。
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アフリカ－ヨーロッパ渡り鳥

コウノトリ類の渡りのルート　出典：http://www.birds.org.il/

アフリカとヨーロッパを行き来する渡り鳥は多いが、詳細なルートは判明してい
るものは多くない。水鳥類はヨーロッパから近東地域を経て、ナイル川流域へと
移動するものが多く、上図のコウノトリ類はその代表的なものである。猛禽類で
はヨーロッパから直接、西アフリカへ渡るものもある。
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アフリカのタイプ別森林分布

出典：IUC(1992) The Conservation Atlas of Tropical Forests, AFRICA

アフリカの熱帯林はコンゴ川流域の湿地林（Swamp）とその周囲から西アフリカ
に広がる低地林（Lowland forest）が主なものである。大規模な湿地林はマダガス
カルにも存在している。この他に大地溝帯に沿った山岳地域に山地林（Montane
forest）があるが、南アフリカのそれは温帯林である。マングローブ林（Mangrove）
は西アフリカの沿岸部に多くみられる。
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国土面積に対する国立公園・自然保護区面積率は、国の自然環境保全の担保性指
標と見なせる。国立公園の設置に熱心だったイギリスの植民地であった東アフリ
カと南部アフリカ諸国で保護区面積率が高い。一方、マダガスカルを含む旧フラ
ンス領の国は保護区面積率が全般に低い。

保護区国土面積比率
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